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2 0 2 3 年 3 月 1 日 

各  位 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 

株式会社三井住友銀行 

 

社会的インパクトに関する取組について 

 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ（執行役社長グループ CEO：太田 純、以下同社    

グループを総称して「SMBC グループ」）、および連結子会社である株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：

髙島 誠、以下「三井住友銀行」）は、社会課題を解決することで得られる社会へのポジティブな  

変化である「社会的インパクト」の創出にこれまで以上に貢献すべく、以下の取組を実施     

いたします。 

近年、社会が複雑化・多様化を続ける中、環境、人権、貧困・格差等、世界が直面する社会課題

は拡大・深刻化の一途を辿っています。SMBCグループは、社会的インパクトの創出に努め、経済的

成長に加えて、その礎である人々が持続的に豊かになる社会の実現を目指してまいります。 

 

1. インパクト志向金融宣言への署名 

三井住友銀行は、「インパクト志向金融宣言」に 3 月 1 日付で署名いたしました。インパクト   

志向金融宣言は、一般財団法人社会変革推進財団（理事長：大野 修一）が事務局を務める     

イニシアティブであり、「金融機関の存在目的は包括的にインパクトを捉え、環境・社会課題解決

に導くことである」という想いを持つ複数の金融機関が協同し、インパクト志向の投融資の実践を

進めております。 

三井住友銀行は、インパクトの測定およびマネジメント（Impact Measurement Management、   

以下「IMM」）の高度化を図るとともに、インパクト志向の投融資を推進してまいります。 

 

2. インパクト特定ツール「SMFG PIF Impact Finder」の開発 

三井住友銀行は、グループ内シンクタンクの株式会社日本総合研究所（代表取締役社長：谷崎  

勝教、以下「日本総研」）と連携し、ポジティブ・インパクト・ファイナンス（以下「PIFi」）の     

更なる裾野拡大と IMMの高度化の観点から、お客さまの事業におけるインパクト特定や、評価指標

の設定・モニタリングの管理サポートをするツール「SMFG PIF Impact Finder」（以下、「本ツール」）

を開発いたしました。それに伴い、より幅広いお客さまにお取り組みいただけるよう、PIF の融資

商品改定も実施しています。 

PIF においては、資金提供者が適切な IMM プロセスを設計し、お客さまの創出するインパクトの

現状や目標を把握した上で、お客さまとの間で建設的な対話を行うことが求められます。本ツール

は、PIFで一般的に活用されている UNEP FIii（国連環境計画・金融イニシアティブ）のインパクト

分析ツールに加え、SASBiii（米国サステナビリティ会計基準審議会）等の公開情報、日本総研に  

おける ESG評価の知見を反映しております。加えて、お客さまの業種特性を踏まえたインパクトの



 

 

 

2 

特定や評価指標事例等の自動抽出を行う機能を備えていることから、お客さまとの円滑なエンゲー

ジメントに活用することが可能となります。三井住友銀行では、本ツールの運用開始に伴い、地域

金融機関への提供も検討してまいります。 

本ツールの設計内容および三井住友銀行の改定後の PIF 融資商品の運営体制については、株式 

会社格付投資情報センター（代表取締役社長：山﨑 宏）より PIF 原則に適合している旨の第三者

意見書を取得しています（参照 URL:news_release_suf_20230222_jpn.pdf (r-i.co.jp)）。 

           

 

 

3. 一般社団法人インパクトスタートアップ協会への加入 

SMBC グループは、「インパクトスタートアップエコシステムを構築し、持続可能な社会を実現  

すること」をパーパスに掲げる、一般社団法人インパクトスタートアップ協会（代表理事：米良   

はるか、星 直人、水野 雄介）に賛同会員として加入いたしました。 

インパクトスタートアップとは、「社会課題の解決」と「持続可能な成長」を両立し、      

ポジティブな影響を社会に与えるスタートアップを指します。SMBC グループは、様々な資金調達 

手段の提供、インパクト評価・計測の高度化を通じて、インパクトスタートアップの成長を支援  

してまいります。 

 

以  上 
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i PIF：資金提供先企業が社会に与えているポジティブな影響を最大化し、ネガティブな影響を軽減する

ために、企業のインパクトを特定、モニタリングしていくエンゲージメントを兼ねたファイナンス手法 
ii UNEP FI：UNEP（国連環境計画）とおよそ 200以上の世界各地の銀行・保険・証券会社等との広範で

緊密なパートナーシップ 
iii SASB（Sustainability Accounting Standards Board）：企業の情報開示の質向上に寄与し、中長期

視点の投資家の意思決定に貢献することを目的に設立された非営利団体 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/02/news_release_suf_20230222_jpn.pdf

